
 

 

 

 

 

能登半島地震で大きな被害が発生しました。被災された方やお知り合いの方がいる方は大変な思い

をされていることと思います。あらためてお見舞い申し上げます。１月１２日にはメジャーリーガー

の大谷翔平選手から３個のグローブが寄贈され、座間小学校では全クラスで全児童に手に取ってもら

うことができました。暗いニュースが多いなかで子どもたちの心や学校に明るい光が差し込んだよう

な気がしました。これからどのように使っていくのかを児童に考えてもらいたいと思います。 

                          

     5 年生 田植え               

 

 

 

 

 

 

 

 大谷翔平選手からのグローブ             書初め大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年２月１日１０号 

校長だより 
座間市立座間小学校（電話 251－0009） 
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座間市内小中学校では、国の交付金を活用して、①物価高騰に伴う給食食材費の補助②児童の

安全に対する備えとしてのヘルメット配備が決まりました。①の給食費については、小学校では

通常 1 食 273 円の食材費を保護者にご負担いただいておりますが、3 学期についてはそれに 24

円を市が交付金から補填して 1 食 297 円で実施しております。②のヘルメットについては、令

和 6 年度に配備をすすめます。これは座間市教育委員会が提案して座間市議会で承認されたもの

です。 

座間小学校では、現在国語について校内研究をすすめています。「豊かな表現ができる子の育

成を目指して」というテーマで、「考えたい、表現したい、生かしたい」というサブテーマを設け

て研究しています。今年の１１月２１日（木）には研究発表会を行い、市内だけでなく県内の先

生や教育委員会を迎えて、座間小学校が取り組んできた授業やその成果を説明し、実際に授業を

見てもらいます。今年は全学年で研究授業を行っていて、事前にどのように授業をすすめるかを

研究推進委員の先生を中心に授業をする学年の先生と検討してから授業をしています。その授業

で児童にどのような力を付けようとしているか、そのためにどのような進め方がよいか、もしう

まくいかないときにはどうしたらいいのかなどを検討します。研究授業は全校の先生が見学し

て、授業後の研究協議会では、先生を６人位のグループに分けて、授業のねらいは達成できたか、

どのようなところが良かったか、またどのようなところが課題であり、その課題を解決するには

どうすればよいかなどを協議し、グループで協議したことを全体で発表し合い共有します。最後

に教育委員会の指導主事や校内研究のスーパーバイザーである国語教育が専門である大学教授

に指導、助言をいただいて、これからの授業に活かしていくようにしています。 

各小中学校がこのように、各校の課題を研究しています。例えば西中学校では ICT を活用し

た授業について研究していますし、座間中学校では生徒理解について事例研究を通して研究して

います。座間小学校の校内研究についてはまた改めてお知らせしたいと思います。 


